




乳児突然死症候群(SIDS)は乳児の睡眠中無呼吸と密接な関係があり、睡眠中の呼吸調節の

発達を知ることは重要なことであると考えられる。 

Glial fibrillary acidic protein(GFAP)は正常、反応性あるいは腫瘍性の星状ダリアに特

異的に認められる脳特有の蛋白であり、胎児期からみられ、慢性低酸素症などで脳幹にも

増加する。また Golgi 染色ではニューロンの形態が樹状突起や後シナプシス突起まで含め

て全体に観察され、さらに、これらを計測病理学的に検索できて、ニューロンの発達をみ

るのに便利である。 

SIDS は新生児期から乳児期にかけて好発すること、睡眠中の無呼吸と関係深いことなどか

ら、呼吸中枢の呼吸調節の発達と関連性があると考え、今回上記の 2方法を用いて脳幹と

くに呼吸中枢の正常発達を検討した。 


